BRI ENUBRTFEELEADZIE

— SAIZT—INED>TEPNEDENZE —

L1l

HEEZERBHR ./ FCBHAEDH
FCERRIZEBS



(R IL/INVERR)

. (R I has)

e K5 B
=) 418

| ;:fﬁla) IV g
T+

(B R BT X R ) (P RBAT X BB )
REHEXZ BRBEFTAY—ER

3N B 2 — >



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
子ども特別支援担当から、ライフステージが変わっても切れ目のない支援を行うためのしくみについて、ご説明させていただきます。

こちらは、6月（22日）に第七中学校で開催された「地域での教育委員会」でご覧いただいたものと同じものです。

障害や発達に課題のある子どもへの成長過程にあった支援を図にしたものです。成長にあわせ、左から右へ移っていきます。
上のほう、青い部分には保育園や学校、それをバックアップする教育委員会や子ども教育部があります。

下のほう緑のところには、児童福祉法に基づく障害児通所支援事業所があります。子どもの特性により必要なトレーニング等を行う施設です。

未就学児を対象とする「児童発達支援」と、小学生から高校生までを対象とする「放課後等デイサービス」があります。

通所支援事業を利用する前に、利用計画（ケアプランのようなもの）を作成する必要がありますので、障害児サービスの利用相談に応じながら利用計画を作成する「障害児相談支援事業所」を利用いただくことができます。すこやか福祉センターも、様々な場面で継続的な支援を行います。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
本日はライフステージが変わっても切れ目のない支援として実施している、就学移行支援「申し送り」と、個別支援計画の作成とそのための会議である「個別支援計画会議」について、ご説明させていただきます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
まず、就学移行支援「申し送り」についてご説明させていただきます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
保育園や幼稚園から小学校に就学する時、また、小学校から中学校に就学する、といったライフステージが変わる時に、それまで行ってきた配慮や支援などが、就学先・進学先の学校でも引き続き行われるようにする必要があります。

そのための仕組みが、この就学移行支援（申し送り）です。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
こちらは小学校就学前の申送りの年間スケジュールです。就学移行支援「申し送り」は、毎年8月ころから就学直前の3月まで行っております。
8月に名簿を作成し、
中学校に進学する際も、就学時健康診断の部分を除き、これに準じて行っています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
申し送りは、対象児童がこれまで通ってきた保育園、幼稚園、障害児通所支援施設、区立療育センターの「アポロ園」や「ゆめなりあ」なども含みますが、そのような施設からの情報提供を受けて行います。
また、必要に応じて家庭訪問や面談を行い、対象児童の状況の聴き取りを行います。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
毎年８月から１２月までの間に、小学校に支援関係者が集まり、対象児童の「個別支援計画」を作るための会議を開催しています。
これが「個別支援計画会議」です。
課題の解決をはかるための連携構築の場でもあり、参加者が「顔の見える関係」を作れるというのも、この会議の効果の一つです。
対象児童は原則として、入学から数か月後を経過した１年生、３年経過しての状況を確認する４年生、そして卒業と中学校への進学を控え、今後の支援について検討する６年生を対象としますが、個々の状況によりこれ以外の学年でも対象とする場合があります。
中学校に進学した後も支援が必要と判断された６年生については、中学校への「申し送り」を行います。
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